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高圧ガス保安法令の
目的・法体系
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法 第１条
この法律は、高圧ガスによる災害を

防止して公共の安全を確保するため
に、高圧ガスの製造、貯蔵、販売、
移動その他の取扱及び消費並びに容
器の製造及び取扱を規制するととも
に、民間事業者及び高圧ガス保安協
会による高圧ガスの保安に関する自
主的な活動を促進する。

高圧ガス保安法の目的
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法第１条高圧ガス保安法の目的

高圧ガスによる災害を防止して公共の安全を確保する
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民間事業者 高圧ガス保安協会

保安規制

高圧ガスによる災害を防止して公共の安全を確保する

高圧ガス
の取扱 容器

製造

貯蔵

販売

消費

廃棄

製造

取扱

輸入

危害予防規程

保安検査

保安管理体制

定期自主検査

危険時の措置等

保安教育

火気等の制限

保安に関する調
査・研究・指導

検査（完成検査、
保安検査、輸入検
査、容器検査、附属
品検査、特定設備
検査など）

資格試験事務等

自主保安活動の促進

法第１条高圧ガス保安法の目的と主な規制事項

移動
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最近の法令改正等
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一般高圧ガス保安規則の
機能性基準の運用につい
て等の一部を改正する規
程の制定について

ＰＤＦ資料

例示基準の改正(令和6年4月2日施行)
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令和４年９月２８日

愛知県豊田市内東名高速道路豊田ＪＣＴ

〇被害状況

（１）人的被害

・死者１名、負傷者２名（中傷等１名、軽傷１名） 

（２）物的被害

・車両３台全焼（10tトラック及び前方２台の車両）

背景 LPボンベ荷崩れ事故
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背景 LPボンベ荷崩れ事故
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〇荷台の前方…２～３ｍ空けて積載。

〇容器の固定…ラッシングベルトで３か所（前方、中間、後方）

〇イメージ図

背景 LPボンベ荷崩れ事故
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〇上方より荷崩れの様子

〇イメージ図

背景 LPボンベ荷崩れ事故



例示基準の改正(令和6年4月2日施行)

固定措置 車両後部との距離確保

イ

ロープ等を使用して充填容器
等を確実に車両の荷台に固縛

充填容器後面と車両後面との水平距離を
30cm以上

ロ
車両後部に厚さ5mm以上、幅100mm以上
のバンパ（SS400相当材）を設置

ハ
充填容器後面と車両後部側板との間に厚さ
100mm以上の緩衝材を挿入

ニ
車両側板の高さを充填容器高
さの2/3以上とし、木枠、角材等

を使用して充填容器等を確実
に車両の荷台に固定

充填容器後面と車両後面との水平距離を
30cm以上

ホ
車両後部に厚さ5mm以上、幅100mm以上
のバンパ（SS400相当材）を設置

ヘ
充填容器後面と車両後部側板との間に厚さ
100mm以上の緩衝材を挿入

⚫前方への荷ずれ防止のため、前方に寄せるか、木枠、止め木、歯
止めを設ける等による荷ずれ防止措置をする。

⚫充填容器等同士の隙間をできる限り小さくするように整然と緊密に
積み付け、確実に車両の荷台に固縛・固定する。
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例示基準の改正(令和6年4月2日施行)

車両の側板の高さが
積載した充填容器等
の高さの2/3以上とな
る場合を図解

縦積み

横積み



【注意事項】

⚫固縛、固定に使用するロープ等、木枠、止め
木、歯止め、角材等は、走行ルートも考慮し
た上で、発進時、走行中（特に旋回時）、停止
時の慣性力等に十分な強度を有すること。

⚫固縛、固定は緩み等が生じないよう確実に行
い、特に急停止時に小型の容器が抜けて飛
び出すことがないよう注意すること。

⚫緩衝材は、走行時に外れたり、変形したり、
ずれたりせず、確実に衝撃を吸収できるよう
にする。

例示基準の改正(令和6年4月2日施行)



移動の基準（タンクローリー）
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タンクローリーの移動基準

⚫警戒標の掲示
⚫温度計、換算表の設置
⚫高さ検知棒の設置
⚫付属品の損傷防止措置
⚫バルブ・コックの開閉状態表示
⚫移動開始時、終了時の点検
⚫駐車する場合の制限
（安全な場所で、また必要時以外車両を
離れないこと。）
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一般則49条
液石則48条



警戒標

車両前後の見やすい位置
に取り付け
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温度計、温度圧力換算表

常温のローリーは温度計
低温のローリーは換算表の設置
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高さ検知棒の設置

容器の頂部及び容器から
突出した付属品の保護

21



附属品の損傷を防止する措置

安全弁、液面計
プロテクター
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バルブ開閉状態の表示

バルブ開閉札
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移動の基準（ばら積み車両）
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ばら積み車両の移動基準

⚫警戒標の掲示
⚫充填容器等の温度を常に４０℃以下に保持
⚫転落、転倒による衝撃、バルブ損傷防止措置
⚫バルブの損傷防止（プロテクタ、キャップ）
⚫混載の禁止（例：アセチレンと灯油は×）
⚫可燃性ガス、毒性ガスの場合の積載方法
⚫駐車する場合の制限
（安全な場所で、また必要時以外車両を
離れないこと。）
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一般則50条
液石則49条

少量（容器の内容積２５Ｌ以下、合計５０Ｌ以下）の場合
等を除く



警戒標（車両の
前後に必要）

容器の固定

高圧ガス積載車両の例１
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ばら積み車両の移動基準

側
板
の
止
金



転倒、転落防止措置

キ
ャ
ッ
プ

ばら積み車両の移動基準
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混載の禁止

⚫高圧ガス容器等と消防法危険物との混載
禁止。

(例外規定あり、例：LPG容器と第4類危険物)

⚫塩素の充てん容器等とアセチレン、アンモ
ニア又は水素の充てん容器等。

⚫可燃性ガスの充てん容器等と酸素の充て
ん容器等はバルブが相互に向き合わないよ
うにすること。
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高圧ガス 危険物

内容積１２０L未満の
圧縮天然ガス、
不活性ガス

第四類

内容積１２０L未満の
アセチレン、酸素

第四類の第三石油類
第四石油類

混載可能

一般第５０条６号イ
同一車両の混載禁止（１）
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塩素
アセチレン
アンモニア
水素

一般第５０条６号ロ

同一車両の混載禁止（２）
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可燃性ガス、酸素、毒性ガスの充てん容器等
の積載方法とアルシン、セレン化水素の充
てん容器等の積載車両の除害の措置

一般５０条７号、
８号、１１号

＊可燃性ガスと酸素の充てん容器等を同一車両に積載
→バルブが相互に向き合わないように 

＊毒性ガスの充てん容器等の積載方法
→木枠、パッキンの措置 

＊アルシン又はセレン化水素の充てん容器の積載車両

→除害の措置
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飲料販売会社の車両

容器の内容積25L以下であ

る充てん容器等のみを積載
した車両であつて、当該積
載容器の内容積の合計が

50L以下の場合

⇒警戒標、消火設備、資材、
駐車時の制限、イエローカ

ード等不要

＜例＞
容器の実容積 3.4L、

炭酸ガスの場合 2.5kg充填 
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移動の基準
（ローリー・ばら積み 共通項目）
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可燃性・毒性ガス・酸素の移動基準
 （ローリー、ばら積み 共通項目）

⚫消火設備の携行
（規定能力以上のもの）
⚫防災資機材の携行
（毒性ガスの場合は布類、バケツ、拡声器も必要）
⚫毒性ガスの場合は保護具・薬剤の携行
（空気呼吸器、保護衣等、消石灰等）

⚫災害防止のため必要な注意書面の携帯
（イエローカード）
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消火設備

規定能力以上
の消火器
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規定能力以上の消火設備（移動時）

1. ローリー

ガスの区分

消火器の種類

備付け個数消火薬剤の
種類

能力
単位

可燃性ガス 粉末消火剤
B-10
以上

車両の左右に
それぞれ1個以上

酸素
三フッ化窒素
特定不活性ガス

粉末消火剤
B-8
以上

車両の左右に
それぞれ1個以上
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規定能力以上の消火設備

2. ばら積み

移動によるガス量による
区分

消火器の種類
備付け個数

消火薬剤の種類 能力単位

圧縮ガス100m3又は液化
ガス1,000kgを超える場

合
粉末消火剤 B-10以上 2個以上

圧縮ガス15m3を超え
100m3以下又は液化ガス
150kgを超え1,000kg以下

の場合

粉末消火剤 B-10以上 1個以上

圧縮ガス15m3又は液化
ガス150kg以下の場合

粉末消火剤 B-3以上 1個以上
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消火器の能力単位の確認方法

Ｂ火災 油火災Ａ火災 普通火災 Ｃ火災 電気火災

・消火器はＡＢＣそれぞれの火災種別への適用に応じて、
能力単位が決まっている。
・高圧ガスでは、Ｂ火災への適用を見ることが多い。

※１０型サイズは、主にＢ－７ ２０型サイズは主にＢ－１２



一般第４９条１項１４号、
１５号、５０条８号、９号、
液石第４８条１２号、
４９条５号

応急措置用の工具等の携行

毒性ガス

可燃性ガス・特定不活性ガス・
液化石油ガス・酸素・三フッ化
窒素 （少量（容器の内容積２５
Ｌ以下、合計５０Ｌ以下）の場合
携行義務免除）

例示基準
ローリー車両、トラック車両
による場合とも同様

消火設備、応急措置に必
要な資材及び工具等

防毒マスク、
保護具、応急
措置に必要
な資材、薬剤
及び工具等

資材及び工具等

消火設備

防毒マスク、空気呼吸器等保護具
39
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資材、工具等

基本７つ道具

（バラ積みは以下をプラス）
・容器ﾊﾞﾙﾌﾞ開閉用ﾊﾝﾄﾞﾙ 

・容器ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞｽﾊﾟﾅ又
はﾓﾝｷｰｽﾊﾟﾅ
・毒性ガスは防災キャップ

保護具（毒性ガス）
・空気呼吸器または防毒マ
スク
・保護衣
・保護手袋
・保護靴 

※ 毒性ガスは、消石灰を準備



毒性ガスに係る資材、薬剤の例

除害剤 除害剤

毛布 シート

散布した除害剤を一時的
に保持し、被害の拡大を
防止する。
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例示基準

一般第４９条１項２１号、
５０条１４号、
液石第４８条１８号、 ４
９条９号

移動する車両の運転者に、高圧ガスの名称、性状及び移動中の災
害防止のために必要な注意事項を記載した書面（可燃性ガス、液化
石油ガス、毒性ガス、特定不活性ガス、酸素、特殊高圧ガス）を交付、
携帯させ、記載事項を遵守させる。

（少量 （毒
性ガスを除く
容器（注意ラ
ベル貼付の
もの）の内容
積２５Ｌ以下、
合計５０Ｌ以
下）の場合携
帯不要。）

運転者に注意書面を交付、
運転者はこれを携行・遵守

俗称：注意書面
又はイエローカ
ード
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特別な規制を受ける高圧ガスの車両によ
る移動において受ける基準

（ローリー、ばら積み）

ガスの種類 数 量

圧縮ガス

可燃性ガス、酸素

毒性ガス

特殊高圧ガス

質量 300m3以上

質量 100m3以上

無条件

液化ガス

可燃性ガス、酸素

毒性ガス

特殊高圧ガス

質量 3,000kg以上

質量 1,000kg以上

無条件

⚫移動監視者の乗務（有資格者が乗務または同乗）
⚫交替運転手の確保（一定時間を超える場合）
⚫応援を受ける防災事業所の連絡先
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特別な規制を受ける高圧ガスの
車両による移動において受ける
特別な規制

一般第４９条１項１９号、
２０号、５０条１３号、
液石第４８条１６号、１７
号、４９条８号

（移動方法）

１ 繁華街等を回避
２ 所定の運転時間を超える場合→運転者２人

（必要な措置）

１ 移動監視者による移動中の監視
２ 事故が発生した場合、危険な状態となった場合の措置
①荷送人に連絡する措置
②応援を受ける措置

【特別な規制事項】
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一般第４９条１項２
０号、５０条１３号、
液石第４８条１７号、
４９条８号

１人の運転者が、１回の中断（休憩）
が連続１０分以上、かつ、合計３０分以
上の中断（休憩）をしない場合であって

１人の運転者が、４時間につき１回が連続１０分以上、

かつ、合計３０分以上の中断（休憩）をする場合も含み

※ １０分未満の

中断（休憩）は、
運転と見なされ
る。

移動監視者の乗務が必要なガスの移
動について、これに加えて以下の場合、
連続運転（移動）時間に応じ運転者２
人乗務が必要

連続して４時間を超えて運転
する場合

１日当たり９時間を超えて運転する場合
45



高圧ガス移動車両
路上指導取締り

46



高圧ガス移動車両路上指導取締り
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これまで１１月に全国一斉で実施されていた『危険物運
搬車両路上取締り』は、２０２３年度から期間を定めず、
通年で検査が行われます。

三重県でも警察、消防等と連携して、１０月以前や１２月
以降であっても検査を実施する場合があります。



過去の高圧ガス移動車両路上点検結果

48

点検車両台数 違反車両台数

ローリー ばら積み
計

ローリー ばら積み
計

ＬＰ 一般 ＬＰ 一般 ＬＰ 一般 ＬＰ 一般

R2 8 2 9 8 27 0 0 3 1 4

R3 6 1 6 8 21 0 0 0 2 2

R4 4 1 11 4 20 0 0 3 1 4

R5 5 4 8 5 22 0 0 5 2 7

R6 6 3 11 7 27 0 0 3 0 3



多い違反事例

⚫ 消火設備
・備えつけられていない

⚫ 応急用資材、工具等
・必要とされている工具がそろっていない
革手袋、漏洩検知剤、ロープ

・備え付けられている工具が使用できない
懐中電灯の電池切れ
漏洩検知剤が入っていない

⚫ 容器の固定措置
・転落転倒防止措置が不適切

⚫ 書面（イエローカード）の携帯
・携帯していない

イエローカード

消火器



災害に遭わないために

⚫危険は作業境界に潜んでいる。

⚫教育はてとり、あしとりで一人前に。

⚫小さな不良・不備もすぐに修理。

放置が大事故・大惨事をうむ。

的確な作業、心配り等で安全に！
50



事故時の措置

51



危険時の措置及び届出
法第３６条

製造施設・貯蔵所・販売施設・特定高圧ガス消費施設・充てん容器等

危険な状態

発見者

都道府県（消防保安課）

警察・消防・海上保安官

届出

所有者・占有者（事業者等）

応急の措置
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水中に沈める・地中に埋める措置不能

防災キャップ

危険時の措置
一般第８４条、
液石第８２条、
コンビ第３９条製造施設・消費施設

応急の措置→作業中止→ガスを移送・大気放出（安全に）→作業要
員以外の退避

第一種・二種貯蔵所、充てん容器等

防災キャップ等による応急の措置→充てん容器等の移動（安全に）
→作業要員以外の退避

充てん容器等が外傷・火災

廃棄に係る技術上の基準に従って措置

措置不能 付近住民に退避を警告

措置不能 付近住民に退避を警告
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第一種製造者・第二種製造者・販売業者・貯蔵する者・消費する者・
容器製造業者・容器の輸入者・その他高圧ガス又は容器の取扱者

高圧ガス又は容器※を喪失、盗難

高圧ガスの災害発生

事故届

※「容器」の喪失・盗難については、高圧

ガスが充てんされているか否かにかかわ
らず喪失、盗難等の場合の届出が必要

法第６３条

都道府県知事

警察官

事故届
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夜間や土日でも構いませんので、
至急ご連絡をお願いします！

まずは、事故の発生をご一報ください。

   三重県 防災対策部 消防・保安課
予防・保安班（電話 059-224-2183）

〒514-8570 津市広明町１３番地

もしも、高圧ガス事故が発生したら・・・

事故の際には、県への通報と事故届を忘れずに！



事故統計と事故事例
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高圧ガス保安法関係事故件数の推移

出典：高圧ガス保安協会57



出典：高圧ガス保安協会58



出典：高圧ガス保安協会59

Ｒ６年のその他のガスは炭酸７件のほか、
アルゴン、酸素、窒素、フロン、ＬＮＧ
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※最近の５年間（H30年～R4年の合計）、前回調査の５年間（H23年～H27年の合計）

出典：高圧ガス保安協会「充塡容器等を車両に積載して移動するときの高圧ガス事故の注意事項」



・交通事故による容器の転落からの漏洩が非常に多い。
容器固定の措置が不十分、
運転操作ミス、追突により容器落下。

・容器管理不良（温度上昇）によるガスの噴出。
・ガス種では、ＬＰガスが多い。その他、炭酸、
窒素、酸素、アルゴン、LNG、アセチレンなど。
・以前には移動式製造設備の配管破損による漏えい
事故も発生している。

【参考】高圧ガス保安協会ホームページ
「充塡容器等を車両に積載して移動するときの高圧ガス事故の注意事項」

https://www.khk.or.jp/public_information/heads_up/transportation.html

※雑誌「高圧ガス」Vol61 No.8(2024)にも掲載あり

近年の事故の傾向
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令和４年移動中の事故

事故概要① ＬＰガス容器積載車量の事故

発生日：令和4年9月28日（愛知県）
事故種別：B1事故

【概要】

LPガス容器を輸送中、前方の車との衝突を避けるため急ブレ
ーキをかけたところ荷崩れを起こし、転倒した容器からLPガス
が漏えいし、容器が路上に転落散乱した。その後漏えいしたガ
スに着火し、容器の破裂を伴う爆発が発生し炎上した。

【被害】

当該車両の前方２台の車両に乗車していた１名が死亡し、２名
が負傷した。
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平成３０年移動中の事故

事故概要② 輸送中のハロンガスボンベ損傷による
 漏えい

発生日：平成30年3月31日（大阪府）
事故種別：C2事故

◆内容：自社トラックに荷台にハロンガス容器（60Kg充てん）１０本

を積載して輸送中、高架下通過時にガードとハロンガス容器頂部が
接触したため容器の保護キャップが損傷し、その衝撃で2本の容器
について容器本体と弁体の締結部が歪みガスが漏洩したもの。

◆原因：荷台に積載したハロンガス容器頂部までの高さがトラック
車高より高くなっていたにもかかわらず、運転手が線路高架下の高
さ制限（桁下２．２ｍ）の注意看板を見誤ったまま高架下を通過した
ため、容器が損傷したことによるもの。
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平成３０年移動中の事故

事故概要③ 炭酸ガスの漏えい

発生日：平成30年8月7日（大阪府）
事故種別：C2事故

◆内容：トラックでガス配送中、当該事業所内に駐車し、敷地内レス
トランで食事をしていたところ、積載中の炭酸容器の弁破損によりガ
スが噴出した。容器に直射日光が当たることにより、容器温度が上
昇するとともに容器内圧も上昇し、安全銅板が動作破裂した。

◆原因：直射日光を遮る措置をとっていない。
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平成２８年移動中の事故

事故概要④ ＬＰガス容器の落下、漏えい

発生日：平成28年6月2日（富山県）
事故種別：C１事故 （軽傷者１名）

◆内容：LPガス販売事業者がLPガス50kg容器1本の交換のため、

配送車両からパワーゲートを使用して容器を降ろそうとしたところ、
容器がバランスを崩して荷台から転落した。保護キャップを装着して
いたものの、転落時の衝撃で容器バルブが緩み、容器バルブから
LPガスが噴出した。バルブを閉止しようと試みたが、閉止できず、両
手に凍傷を負った。

◆原因：容器を荷台からパワーゲート上に移動した際、容器底面の
一部が荷台上にあったことから、パワーゲートの下降により容器が
荷台に引っかかり、バランスを崩して転落した。
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平成２７年移動中の事故

事故概要⑤ 誤発進による液化石油ガス製造施設の
充てんホースからのＬＰガス漏えい

発生日：平成27年4月20日（神奈川県）
事故種別：Ｃ級事故 （人的被害なし）

内容：共同住宅のバルク貯槽への充てん後、充てんホースを格納
せずバルクローリーを発進させたため、ホースを引張り安全継手が
作動。そのまま走行したため、残りのホースがフェンスに引っ掛かり
ホースが破断、ホース内のＬＰガスが噴出した。

原因：インターロックプログラムの不備、若しくは誤発進防止装置を
切っていた。充てん作業者の確認不足、保安教育の不足、作業マ
ニュアル未作成。
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事故概要

充てんされた容器を貨物車で移送中、交差点に
おいて発進時に固定用のベルトが切れ、積載容器
が路上に落下し、液化窒素容器２本の液面計が破
損し、ガスが漏えいした。

原因
・パワーゲートを固定する２箇所のフックのうち、
１箇所を固定していなかった。
・荷締め機の点検を行っていなかった。

その他事故・・・

（その１）



固定ミスの具体的な事例

(1)ベルト破断による容器落下事例

出典：高圧ガス保安協会HP 68



事故概要

車両で移動中、容器を固定していたチェーンが切
れ、車両のアオリ板が破損し、積載していた容器
の一部が落下した。うち、５０ｋｇ容器２本からガス
が漏えいした。

原因
・アオリ板が腐食しており、容器の荷重に耐えられ
なかった。

その他事故・・・

（その２）



固定ミスの具体的な事例

(2)固定用チェーン及びアオリ板の
 破損による容器落下事例

出典：高圧ガス保安協会HP

アオリ板の破損状況
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事故概要

車両で移動中、緩いカーブにおいて容器が片荷
となり荷崩れを起こした。さらに対向車に接触した
ため、容器が転落して液面計が破損し、ガスが漏
えいした。

原因
・通常、移動の際には荷締め器を複数本使用して
容器を車両に固定するが、今回複数固定を怠り、
１本の荷締め器のみで車両への固定を行って
いた。

その他事故・・・

（その３）



固定ミスの具体的な事例

(3)カーブ走行時に片荷が発生したこと
 による容器転落事例

出典：高圧ガス保安協会HP
荷崩れの状況
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⚫ 1965年10月25日、午後7時にLPGタンクローリーが神
戸市の車庫を出発した。午前0時に和歌山県内でLPG
を積み込み帰途についたが、午前3時ごろ西宮市内
の国道で居眠り運転のため交通事故を起こし横転。タ
ンク頂部の安全弁が破損しLPGが流出して着火し、死
者5名、重軽傷者26名の大災害となった。（損害額は
当時で1億2,000万円）

（その他）ローリー関連
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